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eラーニングドリルによるZPD拡大のための効果測定モデルの提唱 
















唱した発達の最近接領域（Zone of Proximal 
Development：以下、ZPD）という理論がある。


























eL 独習は、日本商工会議所主催「販売士 3 級
検定」合格を目的し、M 専門学校ビジネス系学
科所属の 1 年生男女 19 名を対象に実施された。
eL 独習の LMS は、Moodle を採用し、正誤・穴
埋め形式の検定過去問題 5 分野 550 問を分野別
に問題バンク内に用意した(1 分野 110 問)。1 回
分の eL 独習は、分野別問題バンクからランダム
に 5 問分が出題される。受講生は、eL 独習を行
う度に ZPD 内の専門知識を徐々に拡大させるこ
とが可能となる。eL 独習終了前に実施した確認
試験(分野別 5 回)は、この問題バンク内から各 20
問出題した。一方、eL 独習終了後に実施した終
了試験は、問題バンク外の問題 40 問出題した。





(2) quiz view（eL 独習の開始画面の表示）
(3) quiz attempt（eL 独習の開始）
(4) quiz review（eL 独習の解答・振り返り）
(5) user view（ユーザープロファイルの表示）
日本教育工学会第 31 回全国大会(電気通信大学) 2015/9/21-23 
表 1 分析データ間のスピアマン順位相関係数(N=17) 
分析データ名 終了試験 PV 数 QA 数 QA 率 QAR 率 平均  
確認試験  0.92***   0.22  0.53*  0.65**  0.71***   64.5   14.9 
終了試験   0.07  0.35  0.52*  0.59*   61.7   12.1 
PV 数  0.83***  0.26  0.35  195.4  114.6 
QA 数  0.74***  0.78***   65.5   48.0 
QA 率(％)  0.95***  14.7％    5.0％
QAR 率(％)  31.5％   10.4％
***p<.001, **p<.01, *p<.05 
















分析データは、PV 数、QA 数、QA 率、QAR
率、確認試験 5 回の平均点、終了試験とした。ま
た、これら分析対象データ全てに欠損や異常値が
ない 17 名を最終分析対象者とした。表 1 に分析
データ間のスピアマン順位相関係数を示す。本分
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